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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・米国成

⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり）」「アライアン
ス・バーンスタイン・米国成⻑株投信Ｂコース（為
替ヘッジなし）」は、このたび第26期の決算を⾏い
ました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

 Ａコース(為替ヘッジあり) Ｂコース(為替ヘッジなし) 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2006年５⽉25日(当初設定日)から2024年６⽉17

日までです｡ 

運 用 方 針 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マ
ザーファンド受益証券への投資を通じて、信託財産の成
⻑を図ることを目標に積極的な運用を⾏います。 
①米国を本拠地とする企業が発⾏する普通株式を主要

投資対象とし、信託財産の成⻑を図ることを目標に積
極的な運用を⾏います。 

②企業のファンダメンタルズ分析と株価バリュエー
ションに基づく銘柄選択を基本としてアクティブ運
用を⾏います。 

実質外貨建資産について
は、為替ヘッジにより為替
変動のリスクの低減を図
ることを基本とします。 

実質外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジ
を⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

アライアンス･バーンスタイ
ン･米国大型グロース株マザー
ファンド受益証券を主要投資
対象とします｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

米国を本拠地とする企業が発
⾏する普通株式を主要投資対
象とします｡ 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

①株式への実質投資割合は､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への実質投資割
合は､制限を設けません｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

①株式への投資については､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への投資につい
ては､制限を設けません｡ 

分 配 方 針 

毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を⾏い
ます｡ 
①分配対象額の範囲は､経費控除後の利⼦・配当等収入

及び売買益(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②収益分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等

を勘案して決定します｡ただし､分配対象額が少額の
場合等には､分配を⾏わないこともあります｡ 

③留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本方
針｣および｢運用方法｣に基づいて運用を⾏います｡ 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 
 
追加型投信／海外／株式 
第26期(決算日2019年６⽉17日) 



品 名：90039_110651_026_04_アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）_777649.docx 

日 時：2019/08/01 9:14:00 

ページ：1 

 

 

－ 1 － 

アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジあり） 
○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

22期(2017年６月15日) 18,335 150 14.9 21,636 8.7 95.5 － 4,847 

23期(2017年12月15日) 20,160 170 10.9 23,614 9.1 91.3 － 6,410 

24期(2018年６月15日) 21,915 190 9.6 24,783 5.0 90.4 － 12,916 

25期(2018年12月17日) 20,116 210 △ 7.3 23,100 △ 6.8 91.4 － 19,485 

26期(2019年６月17日) 22,405 200 12.4 25,562 10.7 90.2 － 21,968 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年12月17日 20,116 － 23,100 － 91.4 － 

12月末 19,440 △ 3.4 22,103 △ 4.3 91.8 － 

2019年１月末 20,929 4.0 23,780 2.9 90.6 － 

２月末 21,980 9.3 24,767 7.2 92.6 － 

３月末 22,249 10.6 24,961 8.1 91.8 － 

４月末 23,003 14.4 25,916 12.2 91.5 － 

５月末 21,931 9.0 24,692 6.9 90.4 － 

(期  末)       

2019年６月17日 22,605 12.4 25,562 10.7 90.2 － 
 

（注）期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の 終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベース)」です。「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベー

ス)」は､「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)」から為替ヘッジコストを控除した数値であり、ここでは当初設定日前日(2006

年５月24日)を10,000として指数化しております。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）（以下「当ファンド」という

ことがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2018年12月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比＋12.4％※と、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数（配

当金込み、円ヘッジベース）の同＋10.7％を上回るパフォーマンスとなりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

保有していた米国株式が上昇したことから、基準価額は上昇しました。一方、為替市場で円高ドル安となっ

たことはマイナス要因となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
当期の米国株式市場は、期首（前期末）と比べて上昇しました。 

 
期初から2018年年末にかけては、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）の利上げ継続姿勢や、メキシコ国境の壁建設

予算をめぐり政府機関が一部閉鎖される可能性を嫌気し、大幅に下落しました。2019年１月以降は、米中通商

協議の進展への期待が高まったことや、米中貿易摩擦などによる景気減速を配慮した米連邦公開市場委員会
（ＦＯＭＣ）のハト派的な姿勢が好感されたこと、さらには好調な企業決算も上昇要因となり、４月末に
Ｓ＆Ｐ500株価指数は史上 高値を更新しました。しかし、６月上旬にかけては、パウエルＦＲＢ議長が利下

げに否定的な姿勢を示したことや、トランプ米国大統領の対中追加関税発言などが懸念材料となり、大幅に下
落しました。その後期末にかけては、ＦＲＢが利下げ方向に舵を切ったとの見方や、弱い米国経済指標を背景
に年内利下げ期待が高まり、反発しました。 

 

  
当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド（以下「マザーファンド」

ということがあります。）受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ
投資することにより、信託財産の成長を目指します。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 
 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高
いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの優
れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 
その結果、セクター配分においては、ヘルスケア・セクターやコミュニケーション・サービス・セクターの

組入比率が上昇した一方、情報技術セクターや生活必需品セクターの組入比率が低下しました。 

 

  
（注）組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。   
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

個別銘柄では、フェイスブックなどを買い増しました。同社は、引き続きセキュリティやプライバシー問題

に課題が残るものの、2019年１-３月期の決算発表は市場予想を上回り、インスタグラム等を通じた収益性も

今後期待できると判断しました。また、ユナイテッドヘルス・グループを買い増しました。2020年の米国大統

領選挙に向けて、医療関連の政策変更への懸念が強まり、ヘルスケア銘柄全般が2019年年初来軟調に推移して

いましたが、同社は好調な業績を背景に通期の業績見通しを引き上げるなど、今後も引き続き堅調な利益率を

維持できるとみています。一方、ザイリンクスを一部売却しました。同社は、高速通信規格５Ｇへの移行で売

り上げが拡大したものの、クラウド事業が２四半期連続で低成長となったことなどを背景に予想を下回る決

算発表となりました。また、多発性硬化症治療薬の特許に関する懸念が高まったバイオ医療企業のバイオジェ

ンを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
ベンチマークとの比較では、当期は情報技術セク

ターや資本財・サービス・セクターにおける銘柄選択

が主なプラス要因となりました。また、エネルギー・

セクターや金融セクターのアンダーウェイトもプラス

要因となりました。 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジ

ベース）です。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、200円（１万口当

たり、税込み）としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基

本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第26期 

2018年12月18日～ 
2019年６月17日 

当期分配金 200  

(対基準価額比率) 0.885％ 

 当期の収益 200  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 12,404  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

2019年年初来のグロース株のパフォーマンスはバリュー株を大幅に上回っており、特に利益成長や収益性

の高い銘柄が大きく上昇しました。数年にわたって断続的に行われてきた金融引き締めの影響で、足元に経済

減速の兆候がみられるものの、金融市場の過熱感は和らいでおり、米国経済は依然として潜在成長率を上回っ

ています。引き続き変動性の高い相場は続くものの、今後も堅調な経済成長が続くとみています。 

 

マザーファンドにおいては、安定した収益性の高さを維持するとともに、総資産利益率や予想利益成長率が

高く、長期的成長が期待される企業に注目してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 183  0.845  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 87)  (0.404)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 87)  (0.404)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.038)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.004)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 2   0.008   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.004)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.004)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 186   0.857    

期中の平均基準価額は、21,588円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法によ

り算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

871,045 2,832,575 755,182 2,555,160 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 166,709,034千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 428,747,684千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.38   
 

（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額(外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額)の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○組入資産の明細 (2019年６月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

6,274,667 6,390,530 21,957,863 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2019年６月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 21,957,863 97.3 

コール・ローン等、その他 615,628 2.7 

投資信託財産総額 22,573,491 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産(487,256,900千円)の投

資信託財産総額(493,088,500千円)に対する比率は98.8％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝108.66円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年６月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 44,298,455,561   

 コール・ローン等 120,077,603   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

21,957,863,516   

 未収入金 22,220,514,442   

(B) 負債 22,330,082,046   

 未払金 21,767,988,280   

 未払収益分配金 196,104,094   

 未払解約金 185,434,887   

 未払信託報酬 179,601,200   

 未払利息 348   

 その他未払費用 953,237   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 21,968,373,515   

 元本 9,805,204,724   

 次期繰越損益金 12,163,168,791   

(D) 受益権総口数 9,805,204,724口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 22,405円 
 

（注） 期 首 元 本 額 9,686,556,086 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

1,686,083,366円、期中一部解約元本額1,567,434,728円。当期

末現在における１口当たり純資産額2.2405円。 

○損益の状況 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        39,378   

 支払利息 △        39,378   

(B) 有価証券売買損益 2,340,645,860   

 売買益 3,373,879,111   

 売買損 △ 1,033,233,251   

(C) 信託報酬等 △   180,555,256   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,160,051,226   

(E) 前期繰越損益金 △   296,837,265   

(F) 追加信託差損益金 10,496,058,924   

 (配当等相当額) (   8,953,122,124)  

 (売買損益相当額) (   1,542,936,800)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 12,359,272,885   

(H) 収益分配金 △   196,104,094   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 12,163,168,791   

 追加信託差損益金 10,496,058,924   

 (配当等相当額) (   8,953,122,124)  

 (売買損益相当額) (   1,542,936,800)  

 分配準備積立金 1,667,149,245   

 繰越損益金 △        39,378   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第26期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（852,511,917円）、収益調整金額（10,496,019,546円）および分

配準備積立金額（1,010,741,422円）より分配対象収益額は

12,359,272,885円（10,000口当たり12,604円）であり、うち

196,104,094円（10,000口当たり200円）を分配金額としており

ます。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 200円 
 
◆一般コース 

分配金は、お客様が取得の申し込みをされた販売会社よりお支払い申し上げております。 

◆自動けいぞく投資コース（分配金が再投資されるコース） 

お手取り分配金は、2019年６月17日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆分配金は､｢普通分配金｣｢元本払戻金(特別分配金)｣に区分され､普通分配金に課税されます｡その区分の基準は､下記のとおりです｡ 

 

◇分配金の内訳 

 
お客様の個別元本が分配落ち後の基準価額に対して 

超えるとき 同じかまたは下回るとき 

元 本 払 戻 金 

( 特 別 分 配 金 ) 

お客様の個別元本－分配落ち後の基準価額 

(分配金を限度とします。) 
0円 

普 通 分 配 金 分配金－元本払戻金(特別分配金) 分配金 

個 別 元 本 の 修 正 修正前の個別元本－元本払戻金(特別分配金) ありません｡ 

 
（注）お客様の個別元本：原則として、お客さまの当ファンド取得金額（手数料は含まれません）の平均価格から元本払戻金(特別分配金)

を控除した額（１万口当たり）をいいます。個別元本は、お客様が当ファンドを取得されたときおよび元本払戻

金(特別分配金)が発生したときに、取得の申込みをされた販売会社によって再計算されます。 

 

◇課税上の取扱い 
①元本払戻金(特別分配金)：元本払戻金(特別分配金)は､お客様の取得元本の一部の払戻しに当たるため､課税されません｡ 
②普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％(所得税15％､復興特別所得税0.315％､住民税5％) 
※上記は､2019年６月17日現在のものです｡税法が改正された場合等には､税率等が変更される場合があります｡ 

※法人の場合は上記とは異なります｡ 

 

※税金の取扱いの詳細については､税務専門家等にご確認されることをお勧めします｡ 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

Ｂコース（為替ヘッジなし） 
○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

22期(2017年６月15日) 19,859 180 8.5 23,864 1.9 95.6 － 23,555 

23期(2017年12月15日) 22,560 180 14.5 26,858 12.5 92.3 － 25,082 

24期(2018年６月15日) 24,404 210 9.1 28,018 4.3 90.7 － 30,581 

25期(2018年12月17日) 23,246 230 △ 3.8 27,104 △ 3.3 91.2 － 44,326 

26期(2019年６月17日) 25,204 230 9.4 29,123 7.4 90.2 － 49,705 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年12月17日 23,246 － 27,104 － 91.2 － 

12月末 21,999 △ 5.4 25,392 △ 6.3 92.9 － 

2019年１月末 23,364 0.5 26,889 △ 0.8 90.7 － 

２月末 25,007 7.6 28,560 5.4 91.8 － 

３月末 25,398 9.3 28,877 6.5 92.0 － 

４月末 26,511 14.0 30,277 11.7 91.4 － 

５月末 24,788 6.6 28,279 4.3 91.1 － 

(期  末)       

2019年６月17日 25,434 9.4 29,123 7.4 90.2 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の 終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」です。「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」は、原

則として基準価額計算日前日付の「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)」の値を、計算日付の円ドル・レート(株式会社三菱ＵＦＪ

銀行が発表する対顧客電信売買相場の仲値)で邦貨換算したものです。ここでは、当初設定日前日(2006年５月24日)を10,000として指数化

しております。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし）（以下「当ファンド」という

ことがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2018年12月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比＋9.4％※と、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数（配

当金込み、円ベース）の同＋7.4％を上回るパフォーマンスとなりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

保有していた米国株式が上昇したことから、基準価額は上昇しました。一方、為替市場で円高ドル安となっ

たことはマイナス要因となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
【株式市場】 

当期の米国株式市場は、期首（前期末）と比べて上昇しました。 
 
期初から2018年年末にかけては、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）の利上げ継続姿勢や、メキシコ国境の壁建設

予算をめぐり政府機関が一部閉鎖される可能性を嫌気し、大幅に下落しました。2019年１月以降は、米中通商
協議の進展への期待が高まったことや、米中貿易摩擦などによる景気減速を配慮した米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）のハト派的な姿勢が好感されたこと、さらには好調な企業決算も上昇要因となり、４月末に
Ｓ＆Ｐ500株価指数は史上 高値を更新しました。しかし、６月上旬にかけては、パウエルＦＲＢ議長が利下
げに否定的な姿勢を示したことや、トランプ米国大統領の対中追加関税発言などが懸念材料となり、大幅に下
落しました。その後期末にかけては、ＦＲＢが利下げ方向に舵を切ったとの見方や、弱い米国経済指標を背景
に年内利下げ期待が高まり、反発しました。 
 

【為替市場】 

為替市場は、前期末は１ドル＝112円台後半でしたが、米国株安とともに円高ドル安が進み、2019年年明け
には一時108円を割り込みました。その後は、米中通商問題への懸念が和らぎ、堅調な米国経済を背景とした
株高とともにドル高基調となり、３月初めには112円近辺まで回復しました。しかし、３月のＦＯＭＣで金利
が据え置かれたことで、日米金利差縮小からドル安圧力が高まり、一時110円を割り込みました。その後、株
式市場が史上 高値を更新するなど株高に連れて112円台まで円安ドル高が進みましたが、対中関税引き上げ
など米中貿易摩擦激化への懸念が嫌気され、当期末は、１ドル＝108円台となりました。 
 

  
当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド（以下「マザーファンド」

ということがあります。）受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ
投資することにより、信託財産の成長を目指します。 
当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 
 

  
（注）組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。   
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの優

れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

その結果、セクター配分においては、ヘルスケア・セクターやコミュニケーション・サービス・セクターの

組入比率が上昇した一方、情報技術セクターや生活必需品セクターの組入比率が低下しました。 

 

個別銘柄では、フェイスブックなどを買い増しました。同社は、引き続きセキュリティやプライバシー問題

に課題が残るものの、2019年１-３月期の決算発表は市場予想を上回り、インスタグラム等を通じた収益性も

今後期待できると判断しました。また、ユナイテッドヘルス・グループを買い増しました。2020年の米国大統

領選挙に向けて、医療関連の政策変更への懸念が強まり、ヘルスケア銘柄全般が2019年年初来軟調に推移して

いましたが、同社は好調な業績を背景に通期の業績見通しを引き上げるなど、今後も引き続き堅調な利益率を

維持できるとみています。一方、ザイリンクスを一部売却しました。同社は、高速通信規格５Ｇへの移行で売

り上げが拡大したものの、クラウド事業が２四半期連続で低成長となったことなどを背景に予想を下回る決

算発表となりました。また、多発性硬化症治療薬の特許に関する懸念が高まったバイオ医療企業のバイオジェ

ンを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
ベンチマークとの比較では、当期は情報技術セク

ターや資本財・サービス・セクターにおける銘柄選択

が主なプラス要因となりました。また、エネルギー・

セクターや金融セクターのアンダーウェイトもプラス

要因となりました。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）

です。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、230円（１万口当

たり、税込み）としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基

本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第26期 

2018年12月18日～ 
2019年６月17日 

当期分配金 230  

(対基準価額比率) 0.904％ 

 当期の収益 230  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 15,204  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

2019年年初来のグロース株のパフォーマンスはバリュー株を大幅に上回っており、特に利益成長や収益性

の高い銘柄が大きく上昇しました。数年にわたって断続的に行われてきた金融引き締めの影響で、足元に経済

減速の兆候がみられるものの、金融市場の過熱感は和らいでおり、米国経済は依然として潜在成長率を上回っ

ています。引き続き変動性の高い相場は続くものの、今後も堅調な経済成長が続くとみています。 

 

マザーファンドにおいては、安定した収益性の高さを維持するとともに、総資産利益率や予想利益成長率が

高く、長期的成長が期待される企業に注目してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○１万口当たりの費用明細 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 207  0.845  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 99)  (0.404)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 99)  (0.404)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.038)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.005   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.005)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 2   0.009   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.004)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.005)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 210   0.859    

期中の平均基準価額は、24,511円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法によ

り算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○売買及び取引の状況 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

1,387,083 4,662,763 1,158,661 3,815,710 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 166,709,034千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 428,747,684千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.38   
 

（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額(外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額)の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○組入資産の明細 (2019年６月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

14,228,238 14,456,660 49,673,086 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2019年６月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 49,673,086 98.1 

コール・ローン等、その他 946,625 1.9 

投資信託財産総額 50,619,711 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（487,256,900千円）の投

資信託財産総額（493,088,500千円）に対する比率は98.8％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝108.66円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年６月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 50,619,711,980   

 コール・ローン等 97,525,506   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

49,673,086,474   

 未収入金 849,100,000   

(B) 負債 913,939,096   

 未払収益分配金 453,583,626   

 未払解約金 65,688,765   

 未払信託報酬 392,352,537   

 未払利息 282   

 その他未払費用 2,313,886   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 49,705,772,884   

 元本 19,721,027,242   

 次期繰越損益金 29,984,745,642   

(D) 受益権総口数 19,721,027,242口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 25,204円 
 

（注） 期 首 元 本 額 19,068,512,824 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

4,041,942,075円、期中一部解約元本額3,389,427,657円。当期

末現在における１口当たり純資産額2.5204円。 

○損益の状況 (2018年12月18日～2019年６月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        57,419   

 支払利息 △        57,419   

(B) 有価証券売買損益 4,037,980,958   

 売買益 4,677,654,369   

 売買損 △   639,673,411   

(C) 信託報酬等 △   394,669,517   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,643,254,022   

(E) 前期繰越損益金 3,072,860,130   

(F) 追加信託差損益金 23,722,215,116   

 (配当等相当額) (  21,489,867,242)  

 (売買損益相当額) (   2,232,347,874)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 30,438,329,268   

(H) 収益分配金 △   453,583,626   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 29,984,745,642   

 追加信託差損益金 23,722,215,116   

 (配当等相当額) (  21,489,867,242)  

 (売買損益相当額) (   2,232,347,874)  

 分配準備積立金 6,262,587,945   

 繰越損益金 △        57,419   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第26期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（1,936,133,749円）、収益調整金額（23,722,157,697円）および

分配準備積立金額（4,780,037,822円）より分配対象収益額は

30,438,329,268円（10,000口当たり15,434円）であり、うち

453,583,626円（10,000口当たり230円）を分配金額としており

ます。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 230円 
 
◆一般コース 

分配金は、お客様が取得の申し込みをされた販売会社よりお支払い申し上げております。 

◆自動けいぞく投資コース（分配金が再投資されるコース） 

お手取り分配金は、2019年６月17日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆分配金は､｢普通分配金｣｢元本払戻金(特別分配金)｣に区分され､普通分配金に課税されます｡その区分の基準は､下記のとおりです｡ 

 

◇分配金の内訳 

 
お客様の個別元本が分配落ち後の基準価額に対して 

超えるとき 同じかまたは下回るとき 

元 本 払 戻 金 

( 特 別 分 配 金 ) 

お客様の個別元本－分配落ち後の基準価額 

(分配金を限度とします。) 
0円 

普 通 分 配 金 分配金－元本払戻金(特別分配金) 分配金 

個 別 元 本 の 修 正 修正前の個別元本－元本払戻金(特別分配金) ありません｡ 

 
（注）お客様の個別元本：原則として、お客さまの当ファンド取得金額（手数料は含まれません）の平均価格から元本払戻金(特別分配金)

を控除した額（１万口当たり）をいいます。個別元本は、お客様が当ファンドを取得されたときおよび元本払戻

金(特別分配金)が発生したときに、取得の申込みをされた販売会社によって再計算されます。 

 

◇課税上の取扱い 
①元本払戻金(特別分配金)：元本払戻金(特別分配金)は､お客様の取得元本の一部の払戻しに当たるため､課税されません｡ 
②普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％(所得税15％､復興特別所得税0.315％､住民税5％) 
※上記は､2019年６月17日現在のものです｡税法が改正された場合等には､税率等が変更される場合があります｡ 

※法人の場合は上記とは異なります｡ 

 

※税金の取扱いの詳細については､税務専門家等にご確認されることをお勧めします｡ 
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